














































十八首が入集した『千載和歌集』の撰集が宣下されたのが一一八三年、西行六十六才の時で、完成が一一八七年、西行七〇才。奥州の旅に行って帰ってきた後である。 「たはぶれ歌」の特異な面と新しい連作を創ろうとする意欲、そして最後の歌に見られる自嘲的な面を考えると、宇津木氏の言うように詠作時期は『千載和歌集』宣下前の伊勢移住以前ではないかと推察され のだ …。　
詠作時期についてはまだ不確定であるが、同座した人々は気心の














































































嘆く述懐の意を表す為に用いられ ようである。西行歌の「たてたる」の「たて」には、 「石を立てた」と「誓 をたてた」の意味が掛けられており、 「みぎは」 は、池の「水際」と「 の際 掛けられている。故にこの一首 、倒れてしまって人から顧み ない立て石のように、人 知られずに我が身は無用に帰してしまうだろうかと、自嘲し いるようにみ し しだから いっ 重く沈んだ想い いうのではないであろう。というのは、最初 子供の遊びの世界を提示し 、まるで昼寝をしてぼんやり過ごしたに老人になってしまった 分の人生を 澄んだ透明な目で見つめているのが感じられるからである。宇津木言行氏は、












西行と杜国への思いが綴られ 門人達と 飾らない交流とそ に心から浸っている姿も記されている。これらの事が記されたのは 芭蕉のどんな姿勢や心情から来ているのだろうか。西行へ 想いが吐露されている記述などにふれな ら探っ いき い（
1）四月二十日












の句からは、子どもたちの元気な様子と青々とした麦畠の情景が浮かび上がってくる。それと同時に、 「たはぶれ歌」の世界にも通じているのが感じられる。この句は去来の途中吟として語られているが、芭蕉がこの日記に載せたのは、明確な意図があっての事と推察される。麦畑では子供たちがふざけながら喧嘩をしていて、麦 穂の上や間から子供 頭や手足が見えているだろう。甲高い声やわめくような声も明る 日差しの中から聞 にちがいない。とした麦畑で子供たちの戯れている様子は、 どかではつらつとした感じを受ける。　「たはぶれ歌」が子供たちの遊びを見て、自分の子供時代の遊びをなつかしさを持って回想しているのとは趣が違っているが 芭蕉が嵯峨の子供たちの姿をまず映 出したこ に、意味 あるように考えられる。それは後 四月二十三日で、昔 子供時代をなつかしんでいる句と現在の自分とを対比して感慨にふけっ 句 並べている連作の発句を生 すためのように思われる ある。　この後には、芭蕉と凡兆、羽紅尼、去来との一夜の楽しげな集い

















































大井川で舟遊びをした事が記されている。この日記に記されている限り、芭蕉が出かけたのは四月十九日と、この日 二日だけである。丈草などの門人 訪ねて来て いるが、いつになくじっくりと自己と対峙する時間を持てたのが、この落柿舎滞在では かったのだろうか。だからこそ落柿舎を出る時に名残を惜しんで 部屋を一間ずつ見て廻り、その感慨を「五月雨や色帋へぎたる壁の跡」と、句に詠んだのであろう。この最後の句には、この日記全体を締め括るあわれな余情と感慨が感じられる。　
以上見てきたように『嵯峨日記』は、淡い色合いに包まれた一幅














　「手を打つと、その響きもおさまらないうちに夜が明けるかと思うほどに、夏の夜の短いことよ。清らか 夏の月をな めている時間が夜明けと共に失われると思うと、あまりに惜しくて」と 夏の夜の短い事を嘆いている句である。富山奏校注の『嵯峨日記

』の頭






　「土の中からムックリと頭をもたげている竹の子の姿を見ると、子供の時に竹の子の絵を描いて遊んだ事が思い出されて、懐かしい」という意である。竹の「子」のように自分にもあどけない子供時代があったのだと、しみじみと回想しているのが感じられる。嵯峨は竹やぶが多い所で、ちょうど落柿舎滞在の時期は竹の子が出ている時であったのだろう。西行が嵯峨の草庵で、子供達の遊び戯ているのを見な ら子供 代の事をなつかしんで回想していたように、幼 時に竹の子の絵を描いたこと 思い出 ている。子供 時から、老年にさしかか ている現在の自分になる迄の、過ぎてきた人生の時間を想 起こしてもいるのであろう。この句は、 「たはぶれ歌」の中の 「むか な りこかけとかせし とよあこめのそでにたまだすきして（一六六） 」に通じ 幼い時へのなつかしさと人生に対する感慨を感じさせ 。③一日
く
麦あからみて啼雲雀












ころからその名がつけられ いるようだ かにも眠ってい 人をうるさい声で起こし ようで、滑稽さ 感じられ 。　
芭蕉が自己を「能なし」とするのは、 『笈の小文』の「無能無芸
にして」や『幻住庵記』の「無能無才に て」のよう 俳文 見受けられる。この「無能無才にして」 表現は、 「こ 道 かなく、この道一すじに行くこと」を決心した言葉である。しかしこの句での「能なし」は、 「俳諧以外何の能力もない自分」というよりは、自分を道化にして、一人ぶつぶつと行々子に対して文句を言っているように感じられる。だからといって怒っている はなく、余裕のあ 境地であることが伝わって る。草庵で寝 過ごしてい 姿は、世俗を離れた境涯を示している であり、詩人 理想とする姿なのであろう。このまだ眠くてぼんやり臥せっている様 は、 「たはぶれ歌」 最初の「夏の昼臥 の歌 つなが いると考えら
― ―208






ように、 『嵯峨日記』四月二十三日の発句の連作において、芭蕉幼年時代、青年時代を経て、老年にさしかかった己 人生を振り返って、過ぎ去った時間と現在の自分を見つめていた。そして 西行への想い 門人などさまざまな人への想いも凝縮されていた 芭蕉には西行との間に 時間的経過を超えてより大きな深い結びつがあり、その伝承 場 おいては、新しい作品を創造すると う行
為を掻き立てられたことが考えられる。芭蕉は自らの「風雅」の心を確かめる孤独の時間と、共同体的世界である「座」という二つの時間と空間を持っていて、この間を行き来する事によって自らの魂を顧み、鍛え、作品を生み出していったのであ 西行の人々との結びつきの姿勢は 「座の芸術」を目指し、連衆との一期一会を大切にして作品を創っていこうとする芭蕉には、お手本だったと考えられる。二人とも苦しみや悩み 持ちながらも自分 世界を確立したうえで、皆で集まる「うたげの世界」を持っ たのである。明らかにこの発句の連 は、 「たはぶれ歌」に影響されて詠まれたものであり、 『嵯峨日記』自体も、 「たはぶれ歌」と西行という存在とその生き方を意識して書かれた日記だと考えられるのである。付記　『嵯峨日記』は、芭蕉自筆本は伝存未詳。諸本としては、芭蕉真蹟を忠実に写したと見 れる故野村胡堂本（以下野村本と呼ぶ）と芭蕉翁記念館本（曽我忠兵衛旧蔵
　
曽我本）の二種がある。本稿は









































































































尾形仂『芭蕉の世界』 （ 「六、 『猿蓑 の達成」より）講談社
　
二〇〇一年
⒇
　
同前書

　
富山奏校注「嵯峨日記」 『芭蕉文集』新潮社
　
一九七八年
なお本稿は、平成二十年度の卒業論文によるものです。卒論指導は児玉竜一先生に、テーマについては東聖子先生にご指導を賜りました。深謝申し上げます。
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